
■研究の背景
北海道では、集合住宅、商業施設の駐車場などではロードヒーティングが施工されていること

が多く、融雪運転は一般的に降雪センサ、地温センサ等のセンサ情報を元に制御されています。
しかし、降雪センサの誤検知や融雪状態を検知できずに運転停止タイミングが遅れ過剰運転とな
ることによる燃料コスト増大が問題となっています。㈱サンケーコーポレーションでは、ロード
ヒーティング現場に設置した監視カメラ等の画像や気象データから積雪状態を判断し、遠隔で
ロードヒーティング制御を行い燃料コストの削減を実現しています。しかし、人による24時間
監視体制のため監視者の負担が大きいという課題があります。

本研究では、監視者の負担を軽減するため、AIにより画像解析を行うことで積雪状態を認識す
る技術を開発しました。

■研究の要点
１．人手による判断基準の分析
２．AI画像解析による積雪状態の認識

■研究の成果
１．現在人手で行っているロードヒーティングの遠隔制御について分析し、積雪状態を判断する

ために必要な情報およびその取得方法について整理しました。
２．ロードヒーティングの遠隔監視者が駐車場画像から判断した積雪量をもとにAIの学習を行い、

駐車場画像から積雪量を定量化する画像解析手法を開発しました。
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開発した AI画像解析手法 AI による予測結果
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